
「オレンジガーデニングプロジェクト」とは？
オレンジ色は認知症啓発のシンボルカラーです。

「認知症になっても暮らしやすいまちをみんなで創っていこう！」という思いを共有し、楽し

みながら花を育て、全国各地でオレンジ色の花を咲かせるプロジェクトです。

認知症とともに生きるまち
北仙台地区に向けて

今年6月に制定された「認知症基本法」では、9月を認知症月間、9月21日を「認知症
の日」と定め、全国各地で認知症の正しい理解が進むことを目的に、啓発活動が行
われてきました。
北仙台地区でも、地域の皆さんで一緒に「認知症に想いをはせ、認知症になっても
暮らしやすいまちづくり」にむけて、取り組みを続けてきました！

その１ オレンジガーデニングプロジェクト

貼り絵 クラフトづくり

マリーゴールドの種配布

種まき
オレンジの花のクラフト植木鉢の絵付け

北仙台地区で開催されいてる認知症カフェ
「ぷらっとカフェ すまいる」
のなかで、“認知症希望大使”として活躍されている
認知症の当事者の皆様の動画を見ながら、どんな
ことができそうかを考え、『オレンジ色』をテーマ
にした作品作りで、認知症の広報活動をしよう！と
決めて、上の取り組みを進めてきました。

双葉ヶ丘地域包括支援センターTEL:275-3881 FAX:275-4786
おじいさん・おばあさんの絵は「公益社団法人 認知症の人と家族の会」世界アルツハイマー月間2023ポスターより



認知症とともに生きるまち 北仙台地区にむけて

その２ 大人から子供まで！ロバ隊長の貼り絵企画

みんなで

1枚ずつ！

夏休み期間
小学生、中学生、
そして、大学生まで！
協力して作成！！

その３ 水の森市民センターロビーに作品展示！

作品や認知症に対する
想いがたくさん寄せられ
ました！

今後も「認知症とともに生きるまち」にむけて一緒に考え、
取り組んでいきましょう★

心がふわっとあた
たかくなります

ロバかわいい～
参加したかった

みんながニコ
ニコ笑顔で過
ごせたらいい
な～(⌒∇⌒)。

認知症の人
がんばれ～

知ることって
大切だな…

認知症でも認知症でなく
てもやれることをやろう
と勇気がもらえました！

子ども、障がい、認知症
関係なく、みんなで支え
合う地域にしましょう

にんちしょうのひと
をさべつしないこと
をあらためてしり
ました

オレンジがあざやか。
ワクワクする気持ち
になった！

ロバさんが
オレンジ色
ですてき！

気持ちが
ポカポカに…


